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▲自然光が差し込む明るい室内に設置しても、鮮明かつ精細な映像が得られている。 
（画面はハメコミ合成のイメージ写真です） 

▲室内後方の座席からでも細かな文字をハッキリ視認できる。また、斜めの座席からでも画質が変わること
なく、PCコンテンツや映像資料などをしっかりと見ることができる。（画面はハメコミ合成のイメージ写真です） 

充実した学術資料のマルチメディアコンテンツを 
103V型プラズマディスプレイが正確に、鮮明に再生し、「知」への意欲を高める。 

● 長年蓄積した学術資料を先端技術で融合し、 
大学の教育・研究の場で活用。 
今年、創立90周年を迎えた国士舘大学様では、13,600名
を超える多くの学生が、日々勉学・研究に励んでいます。 

同大学様では、論文や文献など文字ベースの情報に加え、
映像・音声などマルチメディアコンテンツも蓄積可能な
学術リポジトリを国内で初めて構築・運用されるなど、早く
から「e-ラーニング」の重要性に注目されておられました。 

同大学中央図書館AVホールでも大型映像表示装置を
使用されていましたが、経年変化による機器更新時期に
あたり、今回103V型フルハイビジョンプラズマディスプレイ
を導入いただきました。 

● マルチメディアコンテンツを忠実に再生する 
フルハイビジョンプラズマディスプレイを導入。 
最大で約60名を収容可能な中央図書館AVホールでは、
これまで100インチのリアプロジェクターを設置・使用され
ていましたが、 
¡輝度が低く発色が悪いため、コンテンツを忠実な鮮明
さで再現できない。また斜めの座席からでは映像が歪
んで見える。 

¡解像度が低く、少し離れた座席からではwebページの
文字が読めない。 

¡電源を入れてから表示されるまで、長い時間待たされる。 
といった点に強い不満を持たれており、 

¡文字情報はもちろん、動画などさまざまなコンテンツを
正確に表示できる。また、離れた座席からでも鮮明に
webページの文字が読める。 

¡今後を考え、フルハイビジョンに対応。 

¡ゼミ、講義で不具合なく使用できる大画面。 
といった条件を踏まえ、機器更新を検討されるなか、
103V型プラズマディスプレイ実機デモなどでの機能・性
能確認を経て、今回の導入決定に至りました。 

●所在地 東京都世田谷区世田谷4-28-1（世田谷キャンパス）　●URL http://www.kokushikan.ac.jp
■国士舘大学様のプロフィール 

導入の経緯 

豊富な知的財産を統合化した 
ナレッジデータベースを積極運用。 

国士舘大学様では2003年より、学術情報リポジ
トリ“KISS”（Knowledge Integration Service 
Systems）と名付けられたデータベースを国内で
初めて構築・運用されており、講義やゼミ、自主
学習など、さまざま場面で活用されています。 

“KISS”は論文や参考文献の情報だけでなく、
動画や写真などマルチメディア情報も蓄積して
います。 

さらに世界初の試みとして2005年から、これらの
データベースを携帯電話で検索・表示することが
可能となり、利便性を一層高めています。また、
インターネットを経由して一般開放もされています。 

▲駅から近いロケーションながらも閑静な環境にある国士舘
大学様の世田谷キャンパス。中央図書館は道路側に位置
しており、一般の方も利用可能になっている。 
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● 優れた映像再生能力を持つディスプレイを 
導入することで、学習、研究の支援を行う。 
近年、講義などで使用される映像資料の重要性、位置付けが高まっており、
また“KISS”に蓄積される学術資料においてもマルチメディア化が著しく進
行しています。こうした実状から、国士舘大学図書館 植田事務部長様は「視
覚教材の映像や色を正確に再現することは、講義の質や学習へのモチベー
ションを大きく向上させる。」と考えられており、映像表示装置における画質の
重要性を強く感じられていました。 
さらに、図書館の使命の一つとして「学習、研究を支援すること」とのお考え
から、今回、機器更新のご決断となりました。導入後、実際にプラズマディス
プレイの映像をご覧になり、これまでに比べて格段に向上した映像再現に、
強い感動と満足をいただいています。 

導入を終えて 

 国士舘大学 図書館 
 事務部長　植田 英範 様 

今回、取材にご協力いただきました 

●データベースに収蔵された豊富なコンテンツと 
充実した映像機器からの映像を簡単操作で大画面表示。 

国士舘大学様では学術情報リポジトリ“KISS”を積極的に活
用されており、AVホールに設置されたプラズマディスプレイも、
“KISS”に所蔵されたマルチメディアコンテンツをメインに表示
しています。 

他の映像機器としてPC、DVD、ビデオデッキ、書画カメラが接続
されているほか、室内の様子を撮影できるデジタルビデオカメラも
導入。講義やプレゼンテーションをライブストリーミング学外に配
信したり、記録映像として録画することが可能になっています。さ
らに録画した映像を“KISS”に蓄積することで、データベースの
充実も実現。また、演壇部にはPC入力端子も配置されて、教員
や学生が自分のPCを持ち込みディスプレイに表示させることが
簡単に行えます。 

AVホールは中央図書館の施設であるため、教職員の他、学生
や公開講座の受講生など一般の方も使用することができます。
そのため、機器の操作をできるだけ簡単に行えるように配慮され
ており、アイコン表示された画面を指先で直接操作することで、
すべての操作が行えるタッチパネルを採用しています。 

システムの紹介 

▲以前設置されていたリアプロジェクターのスクリーン保護用として設けられていた木製扉（上
写真）をそのまま活用。普段はディスプレイが隠れた状態になっている。 

▲PCや書画カメラ、デジタルビデオカメラのコントローラ部などが集約された操作テーブル。
映像ソースの選択はタッチパネルに表示されたアイコンを選択するだけなので、誰でも簡単に
使用することができる。 

▲特注の架台により、AVホール隣室の機器室にディスプレイを設置（左写真）。架台はキャスター
付で、引き出せる構造となっており、通常はストッパーで固定されている（右写真）。また、機器室は
リアプロジェクター用に空調が完備されていたため、新たな熱対策は不要。 


